














義」の文化が対比させられてきた。Hofstede は、世界数十カ国の IBM 社































































山本（1989）は “connected-self” の記述に基づく C score と “separated-
self” の記述に基づく S score は双方とも発達的に得点が上昇していくこ
達成動機づけにおける「個人」と「社会」の調整と統合（伊藤）
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星選手は自分の盗塁 1 つにつき車イスを 1 つ寄付するという活動を長年に
わたって現在まで続けている。しかしこのような社会貢献のスタイルは、
2000 年のゴールデンスピリット賞受賞者片岡選手まで遡ることができる。










回 年 選手 チーム 理由
第 1 回 1999 年 松井秀喜選手 読売ジャイアンツ いじめ撲滅のキャンペーンと
チャリティ活動
第 2 回 2000 年 片岡篤史選手 日本ハムファイター ズ 児童養護施設「愛隣会目黒若
葉寮」への慰問と東京ドーム
への招待；安打 1 本につき 1
万円の「片岡基金」を設立
第 3 回 2001 年 中村紀洋選手 大阪近鉄バファロー ズ 大阪教育大学附属池田小学校
の慰問；児童 500 人を試合に
招待
第 4 回 2002 年 飯田哲也選手 ヤクルトスワローズ 神宮球場に自費で少年野球選
手を招待する「飯田シート」
を設置
第 5 回 2003 年 井上一樹選手 中日ドラゴンズ 「名古屋市立第一赤十字病院」
小児科病棟の難病の少年少女
への慰問活動
第 6 回 2004 年 赤星憲広選手 阪神タイガース 自身の盗塁数に応じて全国の
施設・病院に車椅子を寄付




ィー試 合 を 提 案； ハ リ ケー
ン・カトリーナの被災地復興
のための募金活動




















所属チーム 選手 実施年 内　容




新垣渚 2005 奪三振 1 個につき 1 万円を積み立て車い
すを寄付








2005 本塁打 1 本につき 1 万円を日本ダウン症
協会広島支部に寄付；打点 1 点につき 5
千円を野球ボールでリトルリーグ中国連
名に寄付








日本ハムファイター ズ ダルビッシュ有 2007 1 勝ごとに 10 万円を途上国の水不足解
消に役立てる「ダルビッシュ有水基金」
2008 1 勝ごとに 10 万円を羽曳野市の「子ど
も福祉基金」に寄付
読売ジャイアンツ 阿部慎之助 2008 本塁打 1 本につき 1 万円を千葉・浦安市
内の福祉施設に寄付する「阿部慎之助基
金」
2008 ヒット 1 本につき 1 万円を寄付する「阿
部慎之助赤十字基金」
読売ジャイアンツ 上原浩治 2008 投球回数 1 回につき 1 万円を骨髄移植推
進財団に寄付
日本ハムファイター ズ 田中賢介 2008 1 犠打ごとに野球用具を子供にプレゼント
オリックス
バッファローズ
浜中治 2008 ヒット 1 本につき「新しい交通安全紙芝
居」を 1 セットずつ保育園・幼稚園・小
学校に寄贈
















ルファーの上田桃子は、バーディー 1 つにつき本人と支援企業 5 社から 3
万円を拠出し盲導犬育成の支援にあてる「桃犬プロジェクト」を開始する
ことが報じられた。また JRA の三浦皇成騎手は、騎乗数 1 鞍につきワク




















































































































































































































中から、先の 4 つ目と 5 つ目のカテゴリーに対応する項目の平均値と標準
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